
 

 

新年 あけまして おめでとうございます 

令和 6 年がスタートしました。例年
れいねん

より少
すこ

し気温
きおん

が高
たか

い年末
ねんまつ

年始
ねんし

でしたね。新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

えて、

今年
ことし

の目標
もくひょう

を立
た

てた人
ひと

も多
おお

いでしょう。目標
もくひょう

を立
た

てることは多
おお

くの人
ひと

ができますが、時間
じかん

がたつ

と、それを実行
じっこう

することがおろそかになってしまう人
ひと

も多
おお

いように思
おも

います。1年
ねん

という時
とき

の流
なが

れも、

実
じつ

は毎日
まいにち

の積
つ

み重
かさ

ねです。『継続は力なり』です。 立
た

てた目標
もくひょう

に向
む

かって、毎日
まいにち

を元気
げんき

に頑張
がんば

って

過
す

ごしていきましょう。 

 

【幼
よう

小
しょう

クリスマス交流
こうりゅう

 (12/15)】 

掲載
けいさい

が遅
おそ

くなってしまいましたが、２学期
がっき

終 業 式
しゅうぎょうしき

の 1週間前
しゅうかんまえ

である金曜日
きんようび

3時間目
じ か ん め

に、1

年生
ねんせい

・2年生
ねんせい

が幼稚園
ようちえん

に行ってクリスマスの

交流会
こうりゅうかい

を行
おこな

いました。 

小学生
しょうがくせい

が作
つく

った帽子
ぼうし

を幼
よう

小
しょう

みんなでかぶって

園舎
えんしゃ

の中
なか

で交
こう

流
りゅう

し、そのあと園庭
えんてい

で宝 探
たからさが

しを行
おこな

いました。園児
えんじ

も児童
じどう

もとても楽
たの

しく過
す

ごした時間
じかん

でした。 

 

【大谷グローブ】 

大
だい

リーグ・ドジャースの大谷
おおたに

翔
しょう

平
へい

選手
せんしゅ

が、日本
にほん

のすべての小学校
しょうがっこう

に3つず

つ寄贈
きぞう

するというグローブが、昨年
さくねん

12月26日に堅上小学校にも届
とど

きました。 

右
みぎ

きき用
よう

2つ・左
ひだり

きき用
よう

1つです。グローブと一緒
いっしょ

に箱
はこ

に入
はい

っていたメッセ

ージには次
つぎ

のように書
か

かれていました。 

使
つか

い方
かた

などは、これから先生方
せんせいがた

と相談
そうだん

して決
き

めたいと思
おも

います。大谷
おおたに

選手
せんしゅ

の気持
き も

ちを感
かん

じながら、

感謝
かんしゃ

して大切
たいせつ

に使
つか

っていきましょう。 

 

【令和６年能登半島地震】 

元旦の夕刻、石川県・能登半島付近で震度7を記録する大きな地震が発生しました。亡くなられ

た方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された皆さんへお見舞い申し上げます。また、皆様の

ご親族やお知り合いの方で被災された方がいないことを祈るばかりです。 

大変な新年のスタートとなりましたが、世界で発生しているマグニチュード６以上の地震の約 2 

割が日本周辺で発生していることから、日本は地震大国といわれます。その日本に住む以上、地震

に遭うことは想定しておく必要があります。３学期は「自分の命は自分で守る」を目的として、子ど

もたちと防災学習を行うことを予定しています。ご家庭でも日ごろからの備えとして、いざという

ときの連絡方法や備蓄品などについてご家族でお話をしていただくようお願いします。 

今回の能登半島地震では道路が寸断され、救助や救援物資の輸送が困難を極めています。その中

で被災地では「水」と「トイレ」で困っている状況がたびたび報道されています。南海トラフの地震

も同様のことが起こり得ますので、まずはこの２つの備蓄から考えてはいかがでしょうか！ 

校長室だより 
柏原市立堅上小学校 

令和５年度 第１５号 

令和６年 １月 ９日 

ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、大谷
おおたに

翔
しょう

平
へい

です。 

 

この手紙
てがみ

は、このたび私
わたし

が学校
がっこう

に通
かよ

う子供
こども

たちが野球
やきゅう

に興味
きょうみ

を持
も

ってもらうために立
た

ち上
あ

げたプログラム

をご紹介
しょうかい

するためのものです。 

この3つの野球
やきゅう

グローブは学校
がっこう

への寄付
き ふ

となります。 

それ以上
いじょう

に私
わたし

はこのグローブが、私
わたし

たちの次
つぎ

の世代
せだい

に夢
ゆめ

を与
あた

え、勇気
ゆうき

づけるためのシンボルとなることを

望
のぞ

んでいます。それは、野球
やきゅう

こそが、私
わたし

が充実
じゅうじつ

した人生
じんせい

を送
おく

る機会
きかい

を与
あた

えてくれたスポーツだからです。 

このグローブを学校
がっこう

で互
たが

いに共
きょう

有
ゆう

し、野球
やきゅう

を楽
たの

しんでもらうために、私
わたし

からの個人的
こじんてき

なメッセージを学校
がっこう

の生徒
せいと

たちに伝
つた

えていただければ幸
さいわ

いです。 

この機会
きかい

に、グローブの寄贈
きぞう

をさせていただけることに感謝
かんしゃ

いたします。 

貴校
きこう

の益々
ますます

のご発展
はってん

をお祈
いの

り申
もう

し上
あ

げます。 

野球
やきゅう

しようぜ。 

 

大谷
おおたに

翔
しょう

平
へい

 


